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A DRIFTING FIELD OF ACTIVITY AND ITS BELONGING
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主査　北山恒　　　副査　渡辺真理・川久保俊　
法政大学大学院デザイン工学研究科建築学専攻修士課程
 The aim is to reconsider the Urban Living made up with repetition day life. By having a drifters perspective 
view, the presence of void spaces emerge from backside of Tokyo.
 This project proposes a new urban space creating alternative life experiences.
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１．はじめに
　今回の提案の目的は日常的反復を考え直すきっかけ
の空間を作ること。そのために、日常的反復に満ちた
都市での生活に漂流という要素を加える。都市の漂流
は空間を身体でつかまえるきっかけを与え、生活の中
に偶然性や非日常性を生む。また、漂流によって、現
代ではリスクになりつつある家や土地を持つという感
覚を軽くし、街の中の複数地点を自由に動き回るよう
な生活像を描くことができる。それは、交換価値より
も使用価値に満ちた都市の在り方を考えることになら
ないだろうか。
２．都市の状況と概念
　現代の東京について考えてみると、外国人労働者
は、交通費のかからない都心の安宿に定住 するよう
な現状があり、学生なども家を選ぶ際には、電車で一
本で行けて、 なるべく学校に近い、安い、賃貸を探す。
それは、一人暮らしの働く若者にも言えること。そこ
で見えてくるのは日常的反復。近い秩序に言える、住
まう、働く、遊ぶことと、遠い秩序によって生まれ
る、道、交通、家賃などのシステムは切り離せないこ
とが見えてくる。1)
　また、日常的反復を繰り返す中で、疑問に思えてく
るのが 8 畳や 10 畳などの部屋の大きさである。帰っ
て寝るだけの部屋、2 年、4 年で出てしまう部屋。ほ
とんどの時間を会社や学校で過ごす。同じ道を通り出
勤し、同じ道を通り帰宅する。 東京という都市の中で、
幾つもの地域にまたがって生活をする人たちにとって
8 畳、 10 畳という一つの部屋にどれだけの価値がある
だろうか。2) 効率性によって供給される住空間を無
批判に受け入れている都市生活者の状況に疑問を感じ
る。
３．東京 Void Typology
　東京には多様なヴォイドがあることに気づく。その
ヴォイドを分類することで今回の提案の計画敷地とす
る。ヴォイドの多様性と東京に無数に存在する状況
が、漂流者の空間が東京に広がっていく可能性を持つ
と考える。
　ヴォイドタイポロジーについて。東京の都市の文脈
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は建物という実体ではなく、それを支えている地形、
そしてそれに応答してつくられた基盤構造にある。自
然地形を読み込み、それに応答して尾根道や谷道と
いった道が通され、街割りがつくられている。そのた
め，土地の敷地割りや道路パターンは、上物が変更さ
れても継続される。東京では建物と建物の間に生まれ
るヴォイドに注目すると、地割りや道路パターンがつ
くる江戸東京の都市構造を読み取ることができる。そ
れを、建築類型ではなくヴォイドのタイポロジーとし
て地図上で調べてみると、江戸東京という時間の中で
継続する都市構造が読み取れる。形態による分類で
は、面的ヴォイド、線形ヴォイド、粒状ヴォイドに分
けられ、それぞれ、3) 4)
面的 : 江戸の武家屋敷が公的な施設に（学校や庭園、
官庁など）に変換したものと、寺社地境内として江戸
時代から継続するもので、江戸期から数百年続く大き
な空地が読み取れる。
線形 : 地形地理と密接に関係しており、人が往来する
商店街や道路、自然地形である水路やその暗渠、崖線
緑地などの線形を読み取ることができる。この線形
ヴォイドは生活に近接して存在するためコミュニティ
と深く関係している。
粒状 : これは空き家・空き地が生まれやすい東京の都
市構造を表現している。面的ヴォイドや線形ヴォイド
は人間の生命スパンを越えて継続されているのだが、
この粒状の都市要素は明滅するように変化する。
　以上のような分類から、狭さや近さ、明暗の差を持
つ、一番スケールの小さいヴォイドに人間的コミュニ
ティを生む可能性があると感じた。そこで、漂流者の
ための空間として都市認識を変えることを試みる。
４．東京における漂流
 ４−１. 移動における中間空間
　ある地点に住居を持ち、目的の場所まで移動する。
その過程や目的地、帰る場所に多様性が生まれること
でできるコミュニティや居場所が非日常性をつくる。 
　移動空間において、公園や寺社などの面的な広がり
や時間的な広がりがあるものは、駅への主要動線とは
外れた位置にあるものが多く、速さや効率を求めた移
動とは違った、遊歩者のための中間空間となってい
る。5) また、最短の移動のための道の形成とは関係な
く、少し遠回りしても寄りたいと思えるような場所づ
くりや街への開き方が期待される。
４−２. 漂流空間と漂流者
　漂流空間とは、もう一つの生活のためのもう一つの
都市である。まずイメージとして、不思議の国のアリ
スや茶室、参道など、ある範囲に入ると空間の感覚が
変わり、非日常的感覚を持たせる空間がある。そういっ
た空間は、都市の中の日常の空間の認識を変える要素
によって生み出されていると考えられる。そういった
要素を漂流空間につくりだしていく。
　次に漂流のイメージについて。6) 漂流空間を移動し
ながら各個人の動線が重なった時に新しい人間コミュ
ニティと空間コミュニティが生まれていく。街区の住
人が管理する漂流空間に訪れる人は、旅人やサラリー
マン、学生、外国人労働者やお金持ちの人など様々で
あり、それぞれが自分の居場所を選び取りながら、街
区の管理者や防犯システム、受付、接客などの自分の
日常とは違った役を演じる。自由に立ち振舞ながら
も、他人との距離感を感じられる時間をおくることが
できる。
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6）都市の漂流者ネットワーク
 ４−３. 空間構成要素
　４−２において説明したシステムや距離感をつくり
だす二つの要素について説明する。
・ヴォイド [room] のインテリアをつくりあげる周囲の
建物のファサード
・既存空間を拡張するための装置 8)
　まず一つ目の要素について、今回設計するヴォイド
を構成する大きな要素が既存住宅のファサードであ
る。ヴォイドタイポロジーにおいても本文において示
したが、ヴォイドのスケール感や環境的性格を規定す
るものとして大きな役割を果たしている。
　二つ目の構成要素について、以下に説明する要素を
隙間やファサードに付加することで人のアクティビ
ティを支え、所有の概念や資本、効率性によって決まっ
てきた既存敷地境界を曖昧にする。その結果、交換価
値ではなく、使用価値によって決まる空間的範囲が生
まれる。それぞれの構成要素について説明する。7)
・二重壁
空間の奥行きや視線を操作する。使われていない場所
を可視化することで残余部分の使い方が生まれる。
・屋上直通階段
あまり使われていない屋上を貸し借りする。屋上は防
水され、光もたくさん当たる、環境的にも優れた場所。
・縦拡張スラブ
縦に動線をつなぐことで狭い路地の空間が巻き上がる
ように拡張される。
・2 階直通階段
2 階の空室に階段をつなげることで住人のプライベー
トを守りながら漂流空間を拡張する。
・段差
減築部分の基礎を段差として利用する。地面の素材が
変わることでアクティビティの幅が増える。
・座れる窓
壁の周りに厚みを持った空間が現れる。壁というわか
りやすい境界を和らげる。
・減築
最小限の減築をすることで風環境や光環境を改善す
る。
・素材の張り替え
アイストップになる壁の素材を変える。
また、座った時に暖かい、寝転がってもいいと思える
ような素材にする。
・勝手口
漂流空間に面するもう一つの入り口を増設すること
で、プライバシーを守りつつ空いている場所を開くこ
とができる。
５. 終わりに
以上のような要素で出来上がった空間を都市のヴォイ
ドとの連続によって体験することで、都市の隙間に対
する認識が変わっていく。また、最小限の減築や素材
の変更によってヴォイドの環境的要素を改善する可能
性をもつ。8)
　その結果として、近い秩序から出来上がる空間が遠
い秩序にまで影響を与え、都市での生活の自由と豊か
さが当たり前のものとなって日常に現れてくる。そこ
での生活は新しい集合形態として成り、新しい文化が
生まれる。
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